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1.目 的       

  製糖工場で産業廃棄物として生産されるライムケーキを用いた舗装材（以下、ライムケーキコンクリート）

が道立工業試験場で開発された。このライムケーキコンクリートは、通常のコンクリートに比べて安価である

とともに、硬度が低いことから乳・肉牛のパドック舗装材および堆肥盤の資材に適していると考えられる。そ

こで、ライムケーキコンクリートの実用化を図るための一環として、ライムケーキコンクリート舗装の耐久性お

よび利用性について検討した。 

2.方 法 

1) ライムケーキコンクリート舗装パドック等の舗装面の耐久性 
   調査施設：平成 14年施工 7 施設、平成 15年施工 3 施設 

   調査項目：ライムケーキコンクリート舗装面の形状  

2)  ライムケーキコンクリート舗装パドックの利用性  

(1) ライムケーキコンクリート舗装パドックの乳牛の利用性 
供試牛：泌乳牛 32頭、処理：①ライムケーキコンクリート舗装、②コンクリート舗装、③火山灰舗装 

調査項目：乳牛の行動（立位、横臥位） 

(2) ライムケーキコンクリート舗装パドックの特性評価  

ア．保温性評価－  測定時期：11 月（気温 7℃）、調査項目：放置温水（43℃）の温度低下 

イ．反発力評価－  高さ 20 ㎝から重りを落下、調査項目：重りにかかる加速度 

3)  ライムケーキコンクリート堆肥盤の利用性 

   堆肥盤：94 ㎡の堆肥盤を造成し 3 ヵ年間使用、調査項目：車両等の作業性、堆肥盤舗装面の形状   

3.結果の概要 

1) 施工時に降雨にみまわれた畜試のパドックでは、舗装面の剥離および進行性の深い崩壊が見られた。

その他の施設では、表面剥離および亀裂が認められたものの 2冬越冬後でも実用的には問題のない程

度であった（表 1）。 

2) (1) 乳牛の利用は火山灰舗装で多いが、コンクリート舗装と比較した場合、ライムケーキコンクリート舗
装を多く選択し、横臥率も高かった（表 2）。 

(2) ライムケーキコンクリート舗装はコンクリート舗装に比べて、保温性が高かった（図 1）。また、反発

力の指標となる衝撃力等はライムケーキコンクリート舗装が低く、牛歩行時の蹄および横臥時の牛体

への衝撃は少ないと考えられた（表 3）。 

3) 作業機械のタイヤのスリップはみられず、作業性はコンクリート舗装と変わらないものと考えられた。堆肥

盤前面のショベルのバケットを降ろす部分で一部損耗の大きな箇所がみられたが、それ以外の部分で

は比較的良好な状態であった（表 4）。 

 

以上のことから、ライムケーキコンクリート舗装パドックおよび堆肥盤等は、実用上、問題はないと考えら

れた。また、ライムケーキコンクリート舗装は通常のコンクリート舗装に比べて保温性が高いこと、衝撃に対

する反発力が小さいことなどから、畜産用舗装材として有効と考えられた。 

 



 

 
表1　ライムケーキコンクリート舗装の表面形状　　　（H16調査）

施工
年度 1 2 3

% mm 本/10m
H14 A エプロン（泌乳牛舎） 51 49 0 2.4 0.20 凹みはあるが、崩壊なし。実用上問題なし

A エプロン（育成牛舎） 67 33 0 2.4 0 一部凹みあり。ほぼ良好
B パドック（肉用牛舎） 77 23 0 1.7 0.07 一部凹みあり。ほぼ良好
C パドック（乾乳牛舎） 41 59 0 3.4 0 凹みはあるが、崩壊なし。実用上問題なし
D パドック（乾乳牛舎） 85 13 2 2.0 0.21 一部凹みあり。ほぼ良好
E パドック（乾乳牛舎） 0 83 17 3.0 0 凹みはあるが、崩壊なし。実用上問題なし
畜試 パドック（泌乳牛舎） 32 27 41 5.7 0.07 崩壊部分多く、骨材散在。問題あり。

H15 A サイロエプロン 100 0 0 1.2 0 全く問題なし。
A エプロン（哺乳牛舎） 89 11 0 1.8 0.09 一部凹みあり。ほぼ良好
F パドック（乾乳牛舎） 100 0 0 1.4 0 全く問題なし。

1):表面形状スコア１＝わずかな凹み、スコア2＝表層剥離によるやや深い凹み、スコア3＝円錐状破壊（破壊進行）

舗装面の概要と評価
表面形状スコア1) 凹み
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図1　ライムケーキコンクリート舗装またはコンクリート

      舗装に放置した温水の温度変化

 　 （ビニール袋に5Lの温水（43℃）を入れ、各パドック

　　　上に放置。気温：7℃）

表3　パドック床資材別反発力評価
ﾗｲﾑｹｰｷ
ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ ｱｽﾌｧﾙﾄ
ｺﾝｸﾘｰﾄ +
2mmｺﾞﾑｼｰﾄ

平均加速度(G) 166 189 181 180
最大衝撃力(N) 7,970 12,544 8,432 8,655
平均衝撃力(N) 7,151 8,147 7,815 7,773

G2/G1注) 26.1 62.9 29.5

注）　G2/G1：1回の落下試験において、1回目の衝突時の加速度
　　　に対する2回目の衝突時の加速度の割合（反発力の指標）

方法）　加速度計を組込んだ落下装置（重量4.5kg）を高さ20㎝から
　　　　各パッドックに落下させ、衝突時の加速度を測定

表2　床材の異なるパドックにおける乳牛の立位・横臥位割合　　　(%)
立位 横臥位 計 横臥率

行動調査１ ﾗｲﾑｹｰｷｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 0 0 0 0
コンクリート舗装 2.2 0 2.2 0
火山灰舗装 6.4 91.4 97.8 93

計 8.6 91.4 100
行動調査２ ﾗｲﾑｹｰｷｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 51.8 20.9 72.7 29

コンクリート舗装 20.3 3.1 23.4 13
通路（火山灰） 1.4 2.5 3.9 64

計 73.5 26.5 100
注）朝9時（朝搾乳2時間後）における行動形態別乳牛頭数の割合

表4　　ライムケーキコンクリート堆肥盤の表面形状

調査 調査
ライン 長 1 2 3

m % mm 本/10m
縦1 11.3 95 5 0 1.9 0
縦2 〃 70 30 0 2.1 0.09
横1 7.2 60 30 10 3.9 0
横2 〃 83 17 0 1.9 0
平均 77 21 3 2.6 0.02
注)表面形状スコア：表１参

表面形状スコア注） 凹み
深さ
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4.成果の活用と留意点 

1) 畜産施設の舗装材として利用できる。 

2) 凍上を抑制する必要がある場合は、適切な厚さの凍上抑制層を設けた凍上防止仕様とする。 

 

5.残された問題とその対応 

1) ライムケーキコンクリート舗装の耐用年数の解明 

 

 


